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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成21年6月4日(2009.6.4)

【公開番号】特開2008-249695(P2008-249695A)
【公開日】平成20年10月16日(2008.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2008-041
【出願番号】特願2008-45941(P2008-45941)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/35     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/35    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  21/27    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月20日(2009.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像形成装置であって、
電磁波照射手段と、
電磁波検出手段と、
前記電磁波照射手段から対象物に照射される電磁波の該対象物における照射位置を周期的
に変化させるための駆動手段と、
前記位置の変化の周期に同期した基本波又はその高調波を含む複数の周期信号を発生する
周期信号発生手段と、
複数の記憶部を有する記憶手段と、
演算処理手段と、
画像形成手段とを有し、
前記駆動手段は、前記位置の周期的な変化によって、前記対象物を複数領域に時分割し、
前記電磁波検出手段は、前記電磁波照射手段によって前記複数領域にそれぞれ電磁波を照
射して得られる透過波又は反射波を、時系列検出信号として取得し、
前記演算処理手段は、
前記複数領域にそれぞれ対応した時間において得られる前記時系列検出信号と、前記複数
の周期信号とをそれぞれ乗算する処理と、
前記複数の周期信号に対応してそれぞれ設けられている前記記憶手段の複数の前記記憶部
へ、前記複数の乗算結果を加算してそれぞれ記憶させる処理とを行い、
前記画像形成手段は、
前記電磁波検出手段による前記時系列検出信号の取得と前記演算処理手段による処理とが
、前記複数領域に対してそれぞれ複数回繰り返された後、
前記複数の周期信号にそれぞれ対応して前記記憶手段の前記記憶部に記憶されている情報
に基づいて、前記対象物の一部又は全体の画像形成を行うことを特徴とする画像形成装置
。
【請求項２】
前記駆動手段は、１単位の相対位置変化を周期的に複数回繰り返すことを特徴とする請求
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項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
前記電磁波検出手段は、単一あるいは複数の画素を有した検出器であって、
前記対象物からの透過波又は反射波を前記検出器で検出することを特徴とする請求項１あ
るいは２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
前記駆動手段は、前記対象物を回転運動あるいは並進運動するように構成されることを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
前記電磁波照射手段から照射される電磁波の周波数は３０GHz以上３０THz以下の周波数領
域内の周波数を含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像形成装
置。
【請求項６】
画像形成方法であって、
測定物を複数の画像領域に分け、画像情報を取得したい各画像領域に対して周波数ｆの周
期で電磁波を照射する第１の工程と、
前記各画像領域を透過あるいは反射した電磁波の強度を時系列の信号強度として検出する
第２の工程と、
前記時系列の信号強度と前記周波数ｆの整数倍の参照信号とをもとに、前記周波数ｆの周
期で電磁波が照射された領域の前記参照信号における信号強度を取得する第３の工程と、
前記参照信号における信号強度をもとに測定物の画像を形成する第４の工程と、を含むこ
とを特徴とする画像形成方法。
【請求項７】
前記第３の工程は、前記時系列の信号強度と前記参照信号とを乗算することを特徴とする
請求項６に記載の画像形成方法。
【請求項８】
前記乗算することで得た前記周波数ｆの整数倍におけるフーリエ成分それぞれにバンドパ
スフィルタをかけることを特徴とする請求項７に記載の画像形成方法。
【請求項９】
前記第４の工程により形成される画像は、測定物の実空間あるいは逆空間の画像であるこ
とを特徴とする請求項６乃至８のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【請求項１０】
前記第３の工程は、前記参照信号における信号強度を前記周波数ｆの周期で複数回取得す
る工程と、前記取得された複数の前記参照信号における信号強度を積算する工程と、を含
むことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【請求項１１】
前記参照信号における信号強度は、前記周波数ｆの整数倍におけるフーリエ成分であり、
前記第４の工程は、前記積算された信号強度を逆フーリエ展開することにより、測定物の
実空間の画像を形成することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成方法。
【請求項１２】
前記電磁波の周波数が、３０GHz以上３０THz以下の周波数領域のうち、少なくとも一部の
周波数を含むことを特徴とする請求項６乃至１１のいずれか１項に記載の画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
本発明に係る画像形成装置は、次の特徴を有する。
本画像形成装置は、電磁波照射手段と、電磁波検出手段と、駆動手段と、周期信号発生手
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段と、複数の記憶部を有する記憶手段と、演算処理手段と、画像形成手段とを有する。前
記駆動手段は、前記電磁波照射手段から対象物に照射される電磁波の該対象物における照
射位置を周期的に変化させる。前記周期信号発生手段は、前記位置の変化の周期に同期し
た基本波又はその高調波を含む複数の周期信号を発生する。
更に、前記駆動手段は、前記位置の周期的な変化によって、前記対象物を複数領域に時分
割する。
前記電磁波検出手段は、前記電磁波照射手段によって前記複数領域にそれぞれ電磁波を照
射して得られる透過波又は反射波を、時系列検出信号として取得する。
前記演算処理手段は、
前記複数領域にそれぞれ対応した時間において得られる前記時系列検出信号と、前記複数
の周期信号とをそれぞれ乗算する処理と、
前記複数の周期信号に対応してそれぞれ設けられている前記記憶手段の複数の記憶部へ、
前記複数の乗算結果を加算してそれぞれ記憶させる処理とを行う。
前記画像形成手段は、
前記電磁波検出手段による前記時系列検出信号の取得と前記演算処理手段による処理とが
、前記複数領域に対してそれぞれ複数回繰り返された後、
前記複数の周期信号にそれぞれ対応して前記記憶手段の複数の記憶部に記憶されている情
報に基づいて、前記対象物の一部又は全体の画像形成を行う。
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